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明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開

ー
i
－
「
成
化
説
唱
詞
話
」
を
中
心
と
し
て
t
－

根
ケ
山

徹

　
　
　
　
　
　
闘

　
北
宋
の
仁
宋
朝
に
あ
っ
て
、
龍
圖
閣
直
學
士
や
開
封
府
サ
を
歴
任
し
た
包
極
に
つ
い
て
、
『
宋
史
』
本
傳
（
巻
三
一
六
）
に
は
、

　
　
極
立
朝
剛
毅
、
貴
戚
宙
官
爲
之
敏
手
、
聞
者
皆
潭
之
。
人
以
包
極
笑
比
黄
河
清
、
童
稚
婦
女
亦
知
其
名
、
呼
日
「
包
待
制
」
。
京

　
　
師
爲
之
語

日
、
「
關
節
不
到
、
有
閻
羅
包
老
。
」
蕾
制
、
凡
訟
訴
不
得
脛
造
庭
下
。
極
開
正
門
、
使
得
至
前
陳
曲
直
、
吏
不
敢
欺
。

　
　
中
官
勢
族
築
園
樹
、
侵
恵
民
河
、
以
故
河
塞
不
通
、
適
京
師
大
水
、
極
乃
悉
股
去
。
或
持
地
券
自
言
有
偽
増
歩
激
者
、
皆
審
験
劾

　
　
奏
之
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
清
廉
な
裁
判
官
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
、
歴
史
的
事
實
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
の
雑
劇

や

明
の
小
説
・
傳
奇
等
に
、
彼
に
纒
わ
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
読
話
は
、
蓋
く
後
人
に
よ
っ
て
附
會
さ
れ
、
あ
る
い
は
創
作
さ
れ
た



も
の
で
あ
る
。
彼
が
天
長
知
縣
で
あ
っ
た
時
の
断
罪
の
記
録
と
し
て
　
『
宋
史
』
本
傳
に
残
さ
れ
る
紀
事
は
、
『
折
獄
亀
鑑
』
【
巻
七
に

は
銭
縣
の
事
と
し
て
記
さ
れ
、
ま
た
『
宋
史
』
穆
術
傳
（
巻
三
三
二
）
に
も
同
様
の
事
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
包
極

以
外
の
人
物
に
關
し
て
も
同
様
の
紀
事
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
史
で
あ
る
『
宋
史
』
の
紀
事
が
果
し
て
本
當
に
包
極
の
事
跡

で
あ
る
の
か
大
い
に
疑
問
覗
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
包
極
の
死
後
、
彼
に
纒
わ
る
も
の
と
し
て
創
作
さ
れ
、
民
間
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た

読
話

は
、
激
多
く
の
人
物
の
形
象
を
承
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
包
極
一
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

　
（
1
）

れ
る
。

　

こ
れ
ら
包
公
説
話
は
、
明
代
に
お
い
て
は
、
成
化
年
間
に
北
京
の
永
順
堂
か
ら
傳
來
の
説
書
を
テ
キ
ス
ト
の
形
で
出
版
し
た
、
所
謂

「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
八
種
が
牧
め
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
と
し
、
萬
暦
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
、
銭
塘
散
人
安
遇
時
に
よ
っ
て
編
輯
さ

れ
た

『
新
刊
京
本
通
俗
演
義
全
像
百
家
公
案
全
傳
』
（
以
下
『
百
家
公
案
』
と
略
稻
）
に
は
百
回
九
十
七
則
が
、
ま
た
天
啓
・
崇
禎
年
間
に

刊
行
さ
れ
た
『
龍
圖
公
案
』
に
は
百
則
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
話
の
授
受
と
い
う
黙
よ
り
見
れ
ば
、
　
「
成
化
説
唱
詞
話
」
所

牧
の
包
公
説
話
の
う
ち
、
六
種
は
、
『
百
家
公
案
』
に
お
い
て
、
「
包
待
制
出
身
源
流
」
、
及
び
十
四
回
十
三
則
に
分
割
し
て
用
い
ら
れ
、

更
に
『
龍
圖
公
案
』
に
は
、
『
百
家
公
案
』
か
ら
の
四
十
八
則
に
あ
わ
せ
、
萬
暦
期
に
相
前
後
し
て
上
梓
さ
れ
た
『
詳
刑
公
案
』
『
律
條

公
案
』
『
廉
明
公
案
』
と
い
っ
た
公
案
小
読
集
か
ら
の
三
十
七
則
の
、
都
合
八
十
五
則
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
時
代
が
下

る
に
と
も
な
い
、
先
行
す
る
説
話
を
襲
用
し
た
も
の
に
、
新
た
に
創
作
し
た
説
話
や
、
既
成
の
説
話
を
包
公
説
話
に
假
託
し
た
も
の
を

加

え
て
序
々
に
説
話
敷
を
増
し
て
行
き
、
『
龍
圖
公
案
』
に
お
い
て
明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
創
作
の
一
鷹
の
頂
黙
を
極
め
る
に
至
る
。

　
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
如
上
の
包
公
説
話
生
成
の
過
程
の
な
か
で
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
所
牧
の
包
公
説
話
が
、
明
代
に
お
け
る
包
公
　
皿

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）
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説
話
の
展
開
と
い
う
視
黙
か
ら
、
更
に
覗
野
を
廣
げ
て
宋
人
の
話
本
に
來
源
す
る
包
公
説
話
の
生
成
史
上
に
お
い
て
、

う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

果

し
て
ど
の
よ
贈

二

　

「
成
化
読
唱
詞
話
」
に
は
、
次
の
八
種
の
包
公
読
話
が
現
存
す
る
。

　
A
、
新
刊
全
相
説
唱
包
待
制
出
身
傳

　
B
、
新
刊
全
相
説
唱
包
龍
圖
陳
州
羅
米
記

　
C
、
新
刊
全
相
説
唱
足
本
仁
宗
認
母
傳

　
D
、
新
編
説
唱
包
龍
圖
公
案
断
歪
鳥
盆
傳

　
E
、
新
刊
説
唱
包
龍
圖
断
曹
國
舅
公
案
傳

　
F
、
新
刊
全
相
説
唱
張
文
貴
傳
巻
上
下

　
G
、
新
編
読
唱
包
龍
圖
断
白
虎
精
傳

　
H
、
全
相
読
唱
師
官
受
妻
劉
都
賓
上
元
十
五
夜
看
燈
傳
巻
上
　
全
相
説
唱
包
龍
圖
断
趙
皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
巻
下

　
ま
ず
、
こ
れ
ら
「
成
化
説
唱
詞
話
」
の
成
立
の
先
後
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
刊
記
に
よ
れ
ぽ
成
化
七
年
（
一
四
七
一
）
か
ら
成
化
十

四

年
（
一
四
七
八
）
に
か
け
て
上
梓
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
は
成
書
の
年
代
で
は
な
く
巷
間
で
の
講
唱
文
藝
と
し
て
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

立
の

先
後
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
す
る
。
趙
景
深
氏
に
よ
れ
ぽ
、
A
　
『
包
待
制
出
身
傳
』
は
包
極
の
呼
稻
を
「
包
待
制
」
に
作



り
元
曲
で
の
慣
用
に
倣
う
、
し
た
が
っ
て
他
の
「
包
龍
圖
」
に
作
る
も
の
よ
り
も
古
い
、
と
論
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
成
化

説
唱
詞
話
」
の
成
立
の
先
後
は
、
包
極
の
呼
稔
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
標
題
表
記
に
よ
っ
て
匿
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

　
（
3
）

え
る
。
つ
ま
り
標
題
を
「
新
編
」
に
作
る
D
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
と
G
『
断
白
虎
精
傳
』
は
古
く
、
「
新
刊
」
に
作
る
そ
の
他
は
新
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
私
が
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
根
擦
と
し
て
、
以
下
に
示
す
が
ご
と
き
い
く
つ
か
の
理
由
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。　

ま
ず
、
版
式
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
標
題
を
「
新
編
」
に
作
る
も
の
の
う
ち
、
D
『
断
歪
烏
盆
傳
』
は
、
封
面
に

「
包
龍
圖
断
」
歪
鳥
盆
傳
L
と
讐
行
に
題
し
、
そ
の
左
右
に
は
「
宗
富
屈
死
強
徒
手
」
不
遇
清
官
悠
雪
冤
」
、
中
心
に
は
「
全
相
説
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

詞
話
」
、
上
欄
に
は
マ
永
順
堂
新
到
」
と
刻
し
て
い
る
。
ま
た
巻
末
に
は
「
成
化
壬
辰
歳
（
一
四
七
二
）
季
秋
書
林
永
順
堂
刊
行
」
な
る

刊
記
が
残

さ
れ
て
い
る
。
G
『
断
白
虎
精
傳
』
は
、
封
面
に
「
包
龍
圖
断
」
白
虎
精
傳
」
と
讐
行
に
題
し
、
左
右
に
は
「
虎
精
喫
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

張
観
」
龍
圖
勾
到
斬
其
身
」
、
中
心
に
は
7
氷
順
書
堂
新
刊
」
と
刻
す
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
二
種
は
、
標
題
を
「
新
編
」
に
作
る
も
の

の

封
面
に

は

「
新
刊
」
と
記
す
が
ご
と
く
表
記
が
一
様
で
な
い
。
包
公
説
話
以
外
の
「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
つ
い
て
も
、
『
花
關
索
傳
』

と
『
石
郎
鮒
馬
傳
』
は
、
そ
の
標
題
を
「
新
編
」
と
す
る
。
そ
の
う
ち
『
新
編
全
相
説
唱
足
本
花
關
索
出
身
傳
〔
前
集
〕
』
の
巻
末
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

記
に

は

「
成
化
戊
戌

（
一
四
七

八
）
仲
春
」
永
順
書
堂
重
刊
」
と
作
っ
て
お
り
、
先
行
す
る
版
本
の
存
在
を
豫
測
さ
せ
る
。
こ
れ
は
さ

き
に
掲
げ
た
包
公
説
話
二
種
に
つ
い
て
も
該
當
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
成
化
説
唱
詞
話
」
で
は
、
「
新
編
」
と
い
う
表
記
と
「
新

刊
」
と
い
う
表
記
は
匿
別
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
標
題
に
「
新
編
」
と
銘
う
っ
た
も
の
は
、
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
を
成
化
年
間
に
再

刻

し
、
あ
る
い
は
新
た
に
封
面
を
加
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
D
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
の
巻
末
刊
記
よ
り
す
れ
ぽ
、
こ
の
書
が
成

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

鵡
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化
八
年

（
一
四

七

二
）
に
再
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

　
次

に
、
C
『
仁
宗
認
母
傳
』
、
E
『
断
曹
國
舅
公
案
傳
』
、
F
『
張
文
貴
傳
』
に
は
、
こ
れ
ら
が
語
ら
れ
て
い
た
當
時
、
先
行
す
る

「
説

唱
詞
話
」
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
唱
句
が
見
え
、
そ
の
中
に
D
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
と
G
『
断
白
虎
精
傳
』
が
共

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
塞
げ
ら
れ
る
。

　
　
街
頭
曾
救
林
昭
得

　
　
老
鴉
下
状
甚
分
明

　
　
断
了
負
心
郎
七
姐

　
　
一
牢
断
了
爾
家
人

　
　
大
愚
勾
來
償
人
命

　

「
古
窯
曾
断
歪
鳥
盆
」

轟
勾
來
償
人
命
」

A
『
包
待
制
出
身
傳
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
也
曾
窯
内
断
烏
盆
」
と
は
D

　
　
　
　
　
　
　
「
曾
勾
大
鍛
償
人
命
」
と
は
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
『
陳
州
羅
米
記
』

立

し
た
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、

山
里
大
轟
勾
來
到
　
古
窯
曾
断
歪
鳥
盆

法
場
斬
了
魯
皇
親
　
明
州
曾
断
陳
通
判

諸
山
曾
断
孫
廟
鬼
　
也
曾
室
裏
断
狂
風

三
瓜
團
魚
是
驚
精
　
正
宮
曾
漸
曹
皇
后

断
得
崔
護
爲
夫
婦
　
曾
断
孫
焦
一
個
人
　
（
C
『
仁
宗
認
母
傳
』
）

在
朝
曾
断
陶
國
丈
　
鄭
州
曾
断
魯
官
人

也
曾
窯
内
噺
烏
盆
　
…
…
…
…
…
…
：
・
　
（
E
『
断
曹
國
舅
公
案
傳
』
）

曾
勾
大
轟
償
人
命
　
…
…
…
…
…
…
：
・
（
F
『
張
文
貴
傳
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
し
、
「
山
里
大
轟
勾
來
到
」
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
断
白
虎
精
傳
』
の
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
C
『
仁
宗
認
母
傳
』
は
、

　
　
　
　
　
　
　

と
合
刊
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
連
績
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
は

A
、
B
、
C
、
E
に
先
行
し
、
G
は
A
、
B
、
C
、
E
、
F
に
先
行
す
る

鵬



と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
冒
頭
の
唱
句
、
特
に
仁
宗
皇
帝
と
包
極
の
描
寓
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
も
時
と

共
に
描
爲
の
仕
方
が
推
移
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
D
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
と
G
『
断
白
虎
精
傳
』
の
二
種
は
別
趣
で
あ
る
。

　
　
四

十
二
年
眞
命
主

　
　
至
今
朝
内
出
賢
人

　
　
四
十
二
年
眞
命
主

　
　
至
今
朝
内
出
賢
人

　
こ
こ
で
は
、

は
包
極
、

　
一
方
、
D
、

　
B
『
陳
州
羅
米
記
』

　
　
太
租
太
宗
王
有
道

　
　
佛
保
天
差
羅
漢
身

　
　
文
官
護
國
金
籏
帳

太
租
太
宗
眞
宗
帝

佛
補
天
差
治
萬
民

文
官
只
説
包
丞
相

太
祀
太
宗
眞
宗
帝

佛
補
天
差
治
萬
民

文
官
只
読
包
丞
相

四
帝
仁
宗
有
道
君

王
有
道
時
臣
有
徳

武
官
只
説
秋
將
軍

四
帝
仁
宗
有
道
君

王
有
道
時
臣
有
徳

武
官
好
個
姓
楊
人

（D
『
断
歪
烏
盆
傳
』
）

（
G
『
断
白
虎
精
傳
』
）

　
　

仁
宗
皇
帝
は
佛
菩
薩

と
天
帝
の
派
遣
輔
佐
を
受
げ
た
有
道
の
君
主
で
あ
る
と
言
い
、

武
官
で
は
秋
青
、
あ
る
い
は
楊
文
高
の
名
前
が
畢
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

G
以
外
で
は
形
容
の
仕
方
が
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

で
は
、

　
　
　
　
　
　

眞
宗
三
帝
改
威
卒
　
四
帝
仁
宗
登
寳
殿

　
　
　
　
　
　

仁
宗
七
寳
員
羅
漢
　
二
班
文
武
上
方
星

　
　
　
　
　
　

武
將
江
山
玉
版
門
　
…
…
…
…
…
…
：
・

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

そ
の

有
徳
の

臣
下
と
し
て
文
官
で

鵬



　
　
　

中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

と
言
っ
て
、
仁
宗
皇
帝
は
羅
漢
の
化
身
、
文
武
の
官
は
天
上
の
星
の
生
れ
攣
り
と
記
し
て
い
る
。
既
述
の
と
お
り
B
は
A
『
包
待
制
出

身
傳
』
、
C
『
仁
宗
認
母
傳
』
と
同
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、
A
の
、

　
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
文
有
清
官
包
待
制

　
　
武
有
西
河
秋
將
軍
　
但
是
爾
班
文
共
武
　
創
立
仁
宗
定
太
卒

と
い
う
唱
句
よ
り
す
れ
ぽ
、
前
掲
B
に
言
う
「
二
班
交
武
」
と
は
包
極
と
狭
青
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　
E
『
噺
曹
國
舅
公
案
傳
』
で
も
同
様
に
記
さ
れ
る
。

　
　
太
租
太
宗
眞
宗
帝
　
四
帝
仁
宗
有
道
君
　
仁
宗
七
寳
眞
羅
漢

　
　
爾
班
文
武
上
方
星
　
年
登
十
二
交
王
位
　
專
罪
朝
中
武
共
文

　
　
文
官
只
説
包
丞
相
　
武
官
好
個
秋
將
軍
　
只
爲
爾
班
文
武
好

　
　
創
立
仁
宗
致
太
卒
　
・
…
：
…
…
：
・
…
：
・
…
…
…
・
：
…
…
：
．

　
F
『
張
文
貴
傳
』
の
場
合
、

太
租
太
宗
眞
宗
帝

経
過
幾
度
拝
郊
恩

王
有
道
時
臣
有
徳

武
將
江
山
玉
版
門

殿
前
四
百
文
和
武

四

帝
仁
宗
有
道
君
　
四
十
口
口
口
口
口

十
度
拝
郊

三
十
載
　
四
拝
口
口
口
口
口

至
今
朝
内
出
賢
人
　
文
官
口
口
口
口
口

…
…
…
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…

鑑
是
天
官
降
下
星
　
文
口
口
口
口
口
口

鵬



と
言
い
、
殿
前
に
控
え
る
文
武
の
官
は
皆
な
星
官
の
鱒
生
で
あ
る
と
救
す
。

　

H
『
断
趙
皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
』
で
は
、

　
　
…
…
：
・
…
：
・
…
…
　
太
租
太
宗
眞
宗
帝
　
四
帝
仁
宗
有
道
君

　
　
仁
宗
七
寳
眞
羅
漢
　
佛
補
天
差
治
萬
民
　
…
…
…
…
…
…
・
：

　
　
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
　
急
見
君
王
多
有
道

　
　
駕
前
文
武
説
交
眞
　
文
曲
星
官
包
丞
相
　
武
曲
星
官
狭
將
軍

と
言
っ
て
、
仁
宗
皇
帝
に
つ
い
て
は
B
や
E
の
ご
と
く
羅
漢
の
化
身
で
あ
る
と
言
い
、
包
極
と
狭
青
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
文
曲
星
、

武
曲
星
の
韓
生
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
D
『
断
歪
烏
盆
傳
』
と
G
『
断
白
虎
精
傳
』
の
二
種
は
他
に
先
行
し
て
成
立
し
、
成
化
年
間
に
再
刻
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
成
化
説
唱
詞
話
」
の
包
公
説
話
全
般
に
わ
た
っ
て
、
仁
宗
皇
帝
の
治
世
の
も
と
で
の
輔
弼
の
臣
下
と
し
て
文
官

で
は
包
極
、
武
官
で
は
狭
青
、
あ
る
い
は
楊
交
高
が
基
げ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
文
武
爾
班
の
官
に
つ
い
て
も
時
代
が
下
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
れ
、
星
官
の
韓
生
と
し
て
、
更
に
具
腱
的
に
は
文
曲
星
と
武
曲
星
の
轄
生
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三

　

「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
お
け
る
包
極
は
、
仁
宗
皇
帝
輔
弼
の
臣
下
と
し
て
、
更
に
は
文
曲
星
の
轄
生
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
で
は
「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
至
る
ま
で
の
包
公
説
話
に
お
い
て
包
極
は
ど
の
よ
う
に
描
爲
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
獅

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）



　
　
　

中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

角
宋
人
の
話
本
で
は
包
極
に
は
特
別
の
位
置
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
事
件
の
推
移
や
顯
末
の
描
寓
に
多
く
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

心
が

か
け
ら
れ
、
包
極
自
身
の
描
爲
に
も
、
包
抵
に
よ
る
裁
判
の
場
面
に
も
、
さ
ま
で
委
曲
を
謹
く
さ
ぬ
。

　

『
清
準
山
堂
話
本
』
に
牧
め
ら
れ
る
「
合
同
文
字
記
」
で
は
、
家
産
分
配
を
記
し
た
謹
文
を
伯
父
劉
添
祥
夫
婦
に
奪
わ
れ
た
劉
安
住

が
、
許
嫁
の
父
親
で
あ
り
謹
文
の
謹
人
で
も
あ
る
李
杜
長
に
付
き
添
わ
れ
て
開
封
府
聴
に
訴
え
出
る
と
こ
ろ
で
は
じ
め
て
包
極
が
登
場

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
添
）

　
　
當
日
歓
了
一
夜
、
至
次
早
、
安
住
逞
往
開
封
府
告
包
相
公
。
相
公
随
印
差
人
捉
劉
天
祥
井
晩
婆
婆
來
、
就
帯
合
同
、
一
併
赴
官
。

　
　
又
拘
李
肚
長
明
正
。
當
日
、
一
干
人
到
開
封
府
鷹
上
。
包
相
公
問
「
劉
添
祥
、
這
劉
安
住
是
侮
姪
児
不
是
。
」
老
劉
言
「
不
是
。
」

　
　
劉
婆
亦
言
「
不
是
。
既
是
親
姪
児
、
縁
何
多
年
不
知
有
無
。
」
包
相
公
取
雨
紙
合
同
一
看
、
大
怒
、
將
老
劉
牧
監
問
罪
。
安
住

　
　
「
告
相

公
、
可
憐
伯
伯
年
老
、
無
児
無
女
、
望
相
公
可
憐
見
。
」
包
相
公
言
「
將
晩
伯
母
牧
監
問
罪
。
」
安
住
道
「
望
相
公
只
問
弦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
）

　
　
見
之
罪
、
不
干
伯
父
伯
婆
之
事
。
」
包
相
公
交
將
老
劉
打
三
十
下
。
安
住
「
告
相
公
、
寧
可
打
安
住
、
不
可
打
伯
父
。
告
相
公
、

　
　
只
要
明
白
家
事
、
安
住
日
后
不
忘
相
公
之
恩
。
」
包
相
公
見
安
住
孝
義
、
畿
放
各
回
家
「
待
吾
具
表
奏
聞
。
」
朝
廷
喜
其
孝
心
、
旋

　
　
表
孝
子
劉
安
住
、
孝
義
讐
全
、
加
贈
陳
留
縣
サ
、
全
劉
添
祥
一
家
團
圓
。
包
相
判
畢
、
各
自
回
家
。

　
ま
た
元
代
の
成
立
と
さ
れ
る
『
醇
翁
談
録
』
の
壬
集
巻
一
「
負
心
類
」
に
牧
め
ら
れ
る
「
紅
納
密
約
張
生
負
李
氏
娘
」
で
も
、
包
極

に

は
物
語
の
結
末
を
團
圓
に
導
く
副
次
的
な
役
割
し
か
與
え
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
李
節
度
使
の
偏
室
李
氏
と
出
奔
し
た
張
生

は

三
月
も
経
つ
と
食
う
に
事
欠
く
あ
り
さ
ま
。
金
策
の
た
め
父
親
の
秀
州
知
府
を
尋
ね
る
も
不
義
を
許
し
て
も
ら
え
ず
追
い
返
さ
れ
て

し
ま
う
。
困
惑
す
る
張
生
に
妓
女
梁
越
英
は
金
鏡
の
援
助
を
申
し
出
、
ま
た
張
生
は
梁
越
英
の
美
貌
に
ひ
か
れ
、
か
く
て
二
人
は
婚
姻

鵬



を

と
り
結
ぶ
。
一
方
、
こ
れ
を
聞
き
知
っ
て
張
生
の
負
心
に
怒
っ
た
李
氏
は
侍
女
彩
雲
と
共
に
包
極
に
訴
え
る
。

　
　
於
是
三
人
共
孚
、
以
彩
雲
爲
謹
、
途
告
於
包
公
待
制
之
聴
、
各
各
供
状
、
果
是
張
資
之
負
心
、
途
將
其
繋
於
廉
監
。
張
資
責
嬰
李

　
　
氏
爲
正
室
、
其
越
英
爲
偏
室
。

　
い
ず
れ

も
包
極
個
人
に
關
し
て
特
別
の
記
述
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
に
包
公
説
話
と
呼
ぶ
に
値
し
な
い
よ
う
に
思
わ

（
7
）

れ
る
。

　
次
い
で
元
の
包
公
戯
に
お
け
る
包
極
に
は
、
例
え
ば
『
包
待
制
三
勘
糊
蝶
夢
』
劇
の
よ
う
に
、
夢
の
示
唆
に
よ
っ
て
判
決
を
導
き
出

し
た
り
、
『
包
待
制
智
勘
後
庭
花
』
劇
、
『
包
待
制
智
嫌
生
金
閣
』
劇
、
『
神
奴
児
大
醐
開
封
府
』
劇
、
『
釘
珂
瑠
増
盆
兜
鬼
』
劇
の
よ
う

に
、
亡
露
か
ら
直
接
訴
え
を
聞
い
て
判
決
を
導
い
た
り
す
る
と
い
う
超
人
的
な
才
能
が
附
與
さ
れ
て
く
る
。
劇
中
に
お
い
て
も
、
包
極

に

封
し
て
次
に
掲
げ
る
部
分
の
よ
う
に
、
『
清
卒
山
堂
話
本
』
や
『
酔
翁
談
録
』
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
形
容
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

『
包
待
制
智
鎌
生
金
閣
』
劇
の
第
四
折
、
離
衙
内
に
殺
さ
れ
た
郭
成
の
亡
魂
の
せ
り
ふ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
也
是
千
難
萬
難
得
見
南
衙
包
待
制
、
像
本
上
天
一
座
殺
人
星
。
除
了
日
間
剖
断
陽
間
事
、
到
得
晩
問
還
要
断
陰
璽
。
只
願
老
爺
懐

　
　
中
高
端
軒
韓
鏡
、
照
察
我
這
悲
悲
痛
痛
、
酸
酸
楚
楚
、
読
無
休
、
訴
不
鑑
的
含
冤
負
屈
情
。

　
『
永
樂
大
典
』
巻
一
三
九
九
一
に
牧
め
ら
れ
て
い
た
戯
文
『
小
孫
屠
』
第
二
十
一
出
、
包
極
が
登
場
す
る
場
面
で
の
唱
と
せ
り
ふ
、

　
　

〔
七
娘

子
〕
判
断
甚
嚴
明
、
受
人
間
陰
府
幽
冥
。
負
屈
衝
冤
、
從
公
決
漸
、
心
無
私
曲
明
如
鏡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（白
）
人
間
私
語
、
天
聞
若
雷
。
包
極
便
是
。
奉
勅
命
雲
間
下
、
勅
判
断
開
封
。
日
判
陽
間
夜
判
陰
、
管
取
人
人
無
屈
、
定
教
個

　
　
　
明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

㎜



　
　
　
中
國
文
學
論
集
第
十
五
號

　
　
個
無
冤
。

　
こ
の
幕
で
は
、
孫
家
の
梅
香
を
殺
し
た
う
え
、
孫
必
達
・
孫
必
貴
兄
弟
を
官
灌
を
利
用
し
て
故
な
く
投
獄
し
た
朱
邦
傑
と
李
環
梅
を

包
極
が
凌
遅
の
刑
に
慮
す
る
こ
と
で
事
件
が
結
着
す
る
。

　
ま
た
『
小
張
屠
焚
児
救
母
』
劇
（
『
古
今
雑
劇
三
十
種
』
）
は
、
包
公
戯
と
は
言
い
得
な
い
が
、
第
三
折
に
は
包
極
の
こ
と
を
次
の
よ
う

に
構
揚
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

（
正
末
云
）
娘
娘
、
那
裏
有
個
神
塵
、
在
生
時
是
包
待
制
、
死
後
爲
神
、
速
報
司
是
也
。

　
　

〔
三
熟
〕
那
爺
爺
曾
扶
的
肚
穫
安
、
補
完
天
地
窄
、
穿
一
領
紫
羅
抱
、
手
乗
着
白
象
簡
、
腰
繋
着
黄
金
帯
。
那
爺
爺
躇
讐
怪
眼
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
雲
黒
、
爾
髪
銀
練
雪
練
白
。
那
爺
爺
威
風
整
神
通
大
、
断
陰
司
能
騙
鬼
使
、
制
南
衙
不
愛
民
財
。

　

『
包
待
制
智
勘
後
庭
花
』
劇
の
第
四
折
に
は
、
包
極
の
唱
に
同
様
の
唱
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

〔呆
骨
朶
〕
兀
的
是
自
作
自
受
身
當
罪
、
（
云
）
張
千
、
（
唱
）
像
把
殺
人
賊
快
與
我
勾
追
。
（
張
千
云
）
着
小
的
去
勾
喚
誰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

（
正
末
唱
）
像
排
門
児
則
尋
那
宜
入
新
年
、
我
手
裏
現
放
着
長
命
富
貴
。
這
言
語
表
出
人
凶
吉
、
這
桃
符
泄
漏
春
消
息
。
悠
隔
那

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
掌
東
嶽
速
報
司
、
和
這
判
南
衙
包
待
制
。

　
こ
の
、
包
極
が
東
嶽
の
速
報
司
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
、
古
く
は
『
績
夷
堅
志
』
巻
一
「
包
女
得
嫁
」
の
條
に
、
「
世
俗
傳
包
希

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

文
、
以
正
直
主
東
嶽
速
報
司
。
山
野
小
民
無
不
知
者
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
俗
傳
と
し
て
傳
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
綴
承
し
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
包
抵
の
特
異
な
才
能
を
形
容
す
る
「
日
判
陽
間
夜
判
陰
」
と
い
う
こ
と
ぽ
は
、
『
宋
史
』
を
は
じ
め
と
し
て
宋
代

の

割
記
類
の
、
貴
戚
宙
官
を
畏
れ
ず
悪
辣
な
得
吏
に
も
嚴
正
な
態
度
で
臨
ん
だ
清
廉
な
官
吏
で
あ
っ
た
、
と
い
う
記
述
と
相
侯
っ
て
形

㎜



成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
包
握
の
才
能
に
關
す
る
形
容
は
、
以
後
、
明
末
の
『
龍
圖
公
案
』
に
ま
で
受
け
縫
が
れ
て
行
き
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
で
は

こ
れ
に
加
え
て
、
仁
宗
皇
帝
は
佛
菩
薩
と
天
帝
の
派
遣
輔
差
を
受
け
た
有
道
の
君
主
、
あ
る
い
は
羅
漢
の
化
身
と
し
て
、
ま
た
包
極
は

文
曲
星
の
韓
生
、
秋
青
は
武
曲
星
の
韓
生
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
仁
宗
皇
帝
に
つ
い
て
の
叙
述
に
附
随
し
た
包
極
や
狭
青
の
名
前
の
併
記
は
、
『
水
濤
傳
』
引
首
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

當
時
ワ
ソ
セ
ッ
ト
に
し
て
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
Q

　
　
這
仁
宗
皇
帝
、
乃
是
上
界
赤
脚
大
仙
。
降
生
之
時
、
書
夜
府
巽
不
止
。
朝
廷
出
給
黄
榜
、
召
人
醤
治
。
感
動
天
庭
、
差
遣
太
白
金

　
　
星
下
界
、
化
作
一
老
聖
、
前
來
掲
了
黄
榜
、
能
治
太
子
暗
実
。
看
榜
官
員
引
至
殿
下
、
朝
見
眞
宗
天
子
。
聖
旨
教
進
内
苑
、
看
覗

　
　
太
子
。
那
老
隻
直
至
宮
中
、
抱
着
太
子
、
耳
邊
低
低
説
了
八
個
字
、
太
子
便
不
暗
契
。
那
老
隻
不
言
姓
名
、
只
見
化
一
陣
清
風
而

　
　
去
。
耳
邊
道
八
個
甚
字
、
道
是
「
文
有
文
曲
、
武
有
武
曲
。
」
端
的
是
玉
帝
差
遣
紫
微
宮
中
爾
座
星
辰
、
下
來
輔
佐
這
朝
天
子
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
文
曲
星
乃
是
南
衙
開
封
府
主
龍
圖
閣
大
學
士
包
極
、
武
曲
星
乃
是
征
西
夏
國
大
元
帥
秋
青
。
這
爾
個
賢
臣
、
出
來
輔
佐
。

　

こ
こ
で
は
仁
宗
皇
帝
は
赤
脚
大
仙
の
韓
生
で
あ
る
と
明
記
し
、
そ
の
誕
生
に
あ
た
っ
て
は
書
夜
泣
き
や
き
ず
、
天
宮
か
ら
遣
わ
さ
れ

た
太
白
金
星
が
老
人
に
姿
を
か
え
て
朝
廷
に
砥
候
し
、
太
子
の
耳
も
と
で
「
文
に
文
曲
有
り
、
武
に
武
曲
有
り
」
と
囁
い
た
と
た
ん
泣

き
や
ん
だ
。
文
曲
星
の
包
極
と
武
曲
星
の
狭
青
が
そ
れ
で
、
玉
帝
に
よ
っ
て
紫
微
宮
の
二
つ
の
星
が
仁
宗
皇
帝
を
輔
佐
す
べ
く
差
向
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　
ち

な
み
に
仁
宗
赤
脚
大
仙
韓
生
の
故
事
は
、
濡
夢
龍
の
増
補
に
か
か
る
『
亭
妖
傳
』
四
十
回
本
の
第
十
四
回
「
聖
姑
宮
紙
虎
守
金
山

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

m



　
　
　

中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

淑
景
園
張
鶯
逢
媚
児
」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
張
驚
在
江
湖
上
打
聴
得
眞
宗
所
生
皇
子
、
今
已
長
成
、
那
皇
子
乃
是
赤
脚
大
仙
韓
生
。
悠
見
得
。
原
來
眞
宗
二
十
一
歳
上
登
基
、

　
　
宮

中
尚
無
皇
嗣
。
乃
御
制
祝
文
、
頒
行
天
下
、
令
各
庭
名
山
宮
院
、
修
齋
設
醗
、
所
求
上
帝
。
時
玉
帝
正
與
群
仙
會
聚
、
問
誰
人

　
　
肯
往
、
群
仙
都
不
答
鷹
。
只
有
赤
脚
大
仙
笑
了
一
笑
、
玉
帝
道
「
笑
者
未
冤
有
情
。
」
師
命
降
生
宮
中
、
與
李
震
妃
爲
子
。
生
後
、

　
　
書
夜
喘
笑
不
止
。
便
御
榜
招
讐
、
有
個
道
人
向
内
侍
読
「
貧
道
能
止
兜
暗
。
」
眞
宗
召
入
宮
中
、
抱
出
皇
子
、
叫
他
診
視
。
道
人

　
　
向
皇
子
耳
邊
説
道
「
莫
叫
、
莫
叫
、
何
似
當
初
莫
笑
。
」
皇
子
便
不
笑
了
。
眞
宗
大
喜
、
問
其
縁
故
、
道
人
説
此
情
由
已
罷
、
出

　
　
得
宮

門
、
化
陣
清
風
而
去
。
這
皇
子
是
誰
。
便
是
四
十
二
年
太
卒
有
道
的
仁
宗
皇
帝
、
他
在
宮
中
。
只
好
赤
脚
、
再
不
愛
穿
鮭

　
　
機
、
此
其
験
也
。
眞
宗
因
感
齋
酷
霞
鷹
、
愈
加
信
奉
、
各
虚
修
復
道
家
廟
宇
。

　
す

な
わ
ち
、
眞
宗
皇
帝
の
求
嗣
の
所
願
に
樹
し
て
玉
帝
は
赤
脚
大
仙
を
李
震
妃
に
感
孕
さ
せ
、
仁
宗
皇
帝
が
誕
生
し
た
と
言
う
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仁
宗
皇
帝
降
生
の
経
緯
に
つ
い
て
『
水
潜
傳
』
引
首
よ
り
も
詳
し
く
敲
述
さ
れ
て
い
る
が
、
堀
誠
氏
は
こ
の
仁
宗

皇
帝
赤
脚
大
仙
韓
生
説
が
、
南
宋
の
張
端
義
『
貴
耳
集
』
巻
中
所
載
の
故
事
や
王
明
清
『
揮
塵
後
録
』
巻
一
「
昭
陵
降
誕
之
因
」
の
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
淵
源
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

m

四

　
『
水
濤
傳
』
引
首
に
は
、
仁
宗
皇
帝
は
赤
脚
大
仙
の
斡
生
で
あ
り
、
包
抵
は
文
曲
星
の
、
ま
た
秋
青
は
武
曲
星
の
韓
生
で
あ
る
と
す

る
ほ
か
に
、
泣
き
や
ま
ぬ
仁
宗
皇
帝
の
た
め
に
天
宮
か
ら
「
太
白
金
星
」
が
派
遣
さ
れ
、
仁
宗
皇
帝
を
輔
佐
す
る
た
め
に
「
玉
帝
」
が



紫
微
宮
の
二
星
を
遣
わ
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
仁
宗
皇
帝
、
包
極
（
狭
青
）
、
太
白
金
星
、
玉
帝
の
四
者
に
は
何
ら
か
の
關
係
が
存

在
す

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
『
水
潜
傳
』
に
先
行
す
る
「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
も
こ
の
「
太
白
金
星
」
や
「
玉
帝
」
が
登
場
し
、

し
か
も
こ
こ
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
’
5
え
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
包
公
説
話
生
成
の
過
程
に
お

け
る
こ
れ
ら
虚
構
成
分
の
受
容
と
獲
展
の
経
過
に
つ
い
て
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
と
、
後
行
す
る
『
百
家
公
案
』
や
『
龍
圖
公
案
』
と

の

比
較
を
行
い
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

「
成
化
論
唱
詞

話
」
に
お
い
て
「
太
白
金
星
」
が
登
場
す
る
の
は
、
A
『
包
待
制
出
身
傳
』
、
E
『
断
曹
國
舅
公
案
傳
』
、
H
『
断
趙

皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
』
の
三
種
、
「
玉
帝
」
の
登
場
す
る
の
は
F
『
張
文
貴
傳
』
で
あ
り
、
第
二
章
で
、
成
立
が
古
く
成
化
年
間
に
再

刻

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
D
『
断
歪
鳥
盆
傳
』
と
G
『
噺
白
虎
精
傳
』
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
「
成
化
説
唱
詞

話
」
成
立
の
先
後
を
知
る
う
え
で
の
い
ま
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

・
そ
れ
で
は
ま
ず
「
太
白
金
星
」
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
A
『
包
待
制
出
身
傳
』
で
は
、
「
八
分
像
鬼
二
分
人
　
面
生
三
拳
三
角
眼
」
コ
讐
眉
眼
性
讐
輪
　
頭
髪
粗
濃
如
雲
黒
　
雨
耳
垂
肩
歯

假
銀
　
鼻
直
口
方
天
倉
蒲
　
面
有
安
邦
定
國
紋
」
と
描
爲
さ
れ
る
よ
う
に
、
異
様
な
容
貌
を
も
っ
て
生
れ
た
が
た
め
に
、
包
十
萬
と
紳

號
さ
れ
る
父
親
か
ら
冷
遇
さ
れ
、
新
年
早
々
耕
田
に
從
事
さ
せ
ら
れ
る
境
遇
を
悲
歎
す
る
包
極
の
前
に
、
「
太
白
金
星
」
が
易
者
に
姿

を

か
え
て
登
場
し
、
前
途
洋
洋
た
る
こ
と
を
占
っ
て
働
ま
す
。

　
　
…
…
…
…
…
〔
説
〕
包
太
公
差
大
兜
去
遠
塵
親
戚
家
還
禮
、

　
　
第
二
個
児
去
近
塵
親
戚
家
還
禮
、
第
三
個
冤
家
無
塵
差
遣
。
〔
唱
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

　
　
　
明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）



　
中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

　
暫
時
好
衣
都
睨
了
　
南
荘
去
敏
使
牛
人
　
南
荘
水
田
耕
不
了

　
晩
西
不
得
韓
荘
門
　
謄
小
三
郎
親
聴
得
　
低
頭
眼
涙
落
紛
紛

　
肩
上
駄
型
・
牽
牛
去
　
南
荘
去
傲
使
牛
人
　
去
到
南
荘
田
口
ロ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
驚
動
雲
中
太
白
星
　
當
時
差
神
來
下
界
　
替
他
去
作
使
口
口

〔
説
〕
三
郎
困
瀬
、
把
梨
作
枕
頭
、
就
田
膣
上
睡
。
不
魔
睡
着
醒
時
口
口

田

耕
了
。
…
…
…
…

費
卦
先
生
、
三
郎
作
揖
問
「
郎
君
高
姓
。
」
三
郎
道
「
姓
包
、
排
行
第
口
口
口
。
」

問
「
此
到
盧
州
有
多
少
路
。
」
答
日
「
百
八
十
里
。
」
先
生
道
「
像
不
弊
命
。
」
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敏
）

読

「
我
被
爺
々
罰
在
南
荘
使
牛
、
有
甚
好
塵
、
無
銭
葬
命
。
」
先
生
説
「
弥
交

我
盧
州
路
、
我
與
像
看
命
。
郎
君
甚
年
月
日
。
」
郎
君
説
與
先
生
「
淳
化
三

年
二
月
十
五
日
卯
時
生
。
」
〔
唱
〕
　
　
　
　
先
生
聴
得
郎
君
説

　
一
個
時
辰
不
傲
聲
　
三
郎
叉
手
前
來
問
　
費
口
先
生
欺
負
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
）

〔説
〕
三
郎
道
「
我
交
伽
看
命
、
如
何
不
説
。
」
先
生
答
「
君
口
口
性
急
。
」
〔
唱
〕

　
既
是
卯
年
井
卯
月
　
又
逢
卯
日
卯
時
辰
　
口
口
四
個
卯
生
下

　
冊
二
上
濠
州
爲
縣
宰
　
光
四
上
陳
州
治
良
民
　
口
口
上
治
開
封
府

　
日
断
陽
間
夜
判
陰
…
…
…
…
…
：
－
・
・
…
…
…
…
（
中
略
）
…

撫



　
　
　
…
…
…
…
…
－
…
・
僻
了
郎
君
行
数
歩
　
乗
雲
去
歩
上
天
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
雲
端
之
中
高
聲
叫
　
叫
言
文
曲
姓
包
人
　
我
不
是
凡
人
口
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
我
是
南
方
太
白
星

　

「
叫
言
文
曲
姓
包
人
」
な
る
唱
句
は
、
包
極
が
文
曲
星
の
韓
生
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
と
看
取
さ
れ
、
「
太
白
金
星
」
は

包
極
の
庇
護
者
と
し
て
の
役
割
を
捲
っ
て
い
る
。

　

『
百
家
公
案
』
の
「
包
待
制
出
身
源
流
」
で
は
、
右
に
掲
げ
た
部
分
を
次
の
よ
う
に
敲
し
、
易
者
は
登
場
す
る
も
の
の
「
太
白
金

星
」
の
化
身
と
は
明
記
さ
れ
な
い
。

　
　
太
公
於
席
上
分
付
着
令
「
…
…
三
郎
換
了
衣
服
、
前
往
南
荘
使
牛
、
直
待
水
田
耕
得
完
了
、
方
許
回
來
。
」
分
付
畢
、
大
郎
・
二

　
　
郎
各
去
不
顧
。
只
有
包
公
煩
悩
、
猫
自
一
個
將
牛
來
南
荘
耕
水
田
、
自
嵯
自
嘆
、
不
魔
困
倦
、
睡
干
田
膣
上
。
原
來
包
公
是
個
好

　
　
人
、
自
然
有
神
明
來
助
他
。
…
…
回
家
行
到
中
途
、
遇
着
個
葬
命
先
生
、
見
包
公
作
揖
云
「
煩
問
往
鷹
州
還
有
多
少
路
程
。
」
包

　
　
公
云

「
爾
有
一
百
八
十
里
。
」
先
生
見
包
公
形
状
特
異
、
與
人
不
同
、
暗
想
這
人
有
貴
相
、
因
問
云
「
君
是
何
庭
人
氏
、
敢
乞
貴

　
　
造
一
看
。
」
包
公
答
云
「
小
可
厘
州
離
城
十
八
里
集
父
村
人
。
被
父
親
遣
令
南
荘
耕
田
、
只
是
傭
工
人
、
有
甚
好
塵
、
無
銭
算
命
、

　
　
冤
螢
先
生
看
。
」
先
生
笑
云
「
像
教
我
路
境
、
不
要
命
銭
、
且
説
來
看
着
。
」
包
公
乃
云
「
賎
造
是
淳
化
二
年
二
月
十
五
日
卯
時

　
　
生
。
」
先
生
途
起
了
八
字
看
畢
、
大
驚
云
「
郎
君
之
命
、
辛
卯
年
辛
卯
月
辛
卯
日
辛
卯
時
、
有
四
個
辛
卯
、
三
十
二
上
獲
科
、
後

　
　
去
官
至
學
士
、
後
爲
龍
圖
閣
待
制
、
故
人
稗
爲
包
龍
圖
、
乃
大
貴
之
命
也
。
可
賀
可
賀
。
」
…
…
…
那
先
生
化
一
陣
清
風
而
去
。

　
ち

な
み
に
こ
の
包
極
の
護
跡
攣
泰
の
物
語
は
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
以
前
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
恐
ら
く
こ
こ
で
は
じ
め
て
創

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

鵬



　
　
　
中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
以
後
『
百
家
公
案
』
を
経
て
、
清
代
の
『
三
挾
五
義
』
ま
で
受
け
綴
が
れ
て
行
く
。

　
次

に
、
E
『
断
曹
國
舅
公
案
傳
』
の
場
合
、
以
下
に
示
す
物
語
の
進
展
を
経
て
「
太
白
金
星
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。

潮
州
潮
水
縣
鐵
丘
村
の
衰
文
正
は
鷹
試
の
た
め
妻
子
を
俘
っ
て
東
京
に
や
っ
て
來
た
。
親
子
三
人
で
町
を
見
物
し
て
い
る
所
に
曹
國
舅

兄
弟
が
通
り
か
か
り
、
衰
文
正
の
妻
張
氏
を
見
初
め
、
こ
れ
を
我
物
に
し
よ
う
と
思
う
。
そ
こ
で
衰
氏
一
家
を
自
邸
に
招
い
て
衰
文
正

と
子
供
を
殺
し
、
張
氏
は
鄭
州
に
連
れ
去
る
。
衰
文
正
の
冤
魂
は
包
極
の
前
に
現
わ
れ
て
曹
國
舅
兄
弟
の
悪
事
を
訴
え
、
一
方
、
曹
國

舅
兄
弟
は
事
の
露
顯
を
恐
れ
て
張
氏
殺
害
を
命
ず
る
が
、
こ
れ
を
憐
ん
だ
張
公
は
私
か
に
張
氏
を
逃
が
し
て
や
る
。

來
生
世
上
不
忘
恩

脚
小
鮭
尖
唯
行
走

障
障
痛
実
雨
三
聲

婦
人
正
在
忙
忙
巽

　
　
　
（
薬
）

他
是
蓬
來
洞
裏
仙

羊
頭
車
児
推
一
輌

合
掌
高
墓
向
頂
門

魔
王
睡
着
裾
銀
女

巴

得
五
更
天
色
曉

野
風
吹
得
面
皮
紅

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

驚
動
上
方
太
白
星

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

太
白
金
星
遙
観
見

路
傍
迎
見
婦
人
身

公
公
便
推
車
鬼
走

車
兜
推
在
牛
虚
室

婦
人
舞
謝
公
公
去

將
身
便
出
鄭
州
城

婦
人
思
想
家
郷
事

此
人
不
是
凡
間
人

化
作
凡

問
一
老
人

婦
人
上
了
車
兇
坐

城
陛
土
地
蓋
催
行

騰
雲
駕
霧
如
箭
走

鵬



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
一
時
來
到
大
東
京
　
雲
頭
放
下
裾
銀
女
　
太
白
金
星
不
見
宗

　
　
　
　
（
醒
）
（
擦
）

　
　
婦
人
睡
怪
毫
頭
看
　
不
見
公
公
年
老
人
　
望
見
東
京
高
十
丈

　

こ
の
あ
と
張
氏
は
、
曲
折
を
経
な
が
ら
も
包
極
に
訴
冤
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
太
白
金
星
」
は
張
氏
の
庇
護
者
と
し
て

助
力
し
、
張
氏
と
包
極
と
を
結
ぶ
働
き
を
負
う
。

　
こ
の
部
分
は
、
『
百
家
公
案
』
第
四
十
九
回
「
當
場
判
放
曹
國
舅
」
や
、
『
龍
圖
公
案
』
巻
七
「
獅
児
巷
」
に
も
そ
の
ま
ま
綴
承
さ

れ
、
共
に
「
太
白
金
星
」
も
登
場
す
る
。
以
下
の
引
用
は
『
百
家
公
案
』
に
擦
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
張
氏

拝
謝
、
出
得
門
來
。
他
是
個
閨
門
女
子
、
蜀
自
如
何
到
得
東
京
、
悲
哀
感
動
太
白
星
化
作
一
老
翁
、
直
引
他
到
東
京
了
、
傍

　
　
成
清
風
而
去
。

　
H
『
断
趙
皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
』
で
は
、
次
の
場
面
に
至
っ
て
「
太
白
金
星
」
が
登
場
す
る
。

讐
行
珠
涙
落
紛
紛

幾
時
見
得
児
夫
面

下
方
去
救
姓
師
人

着
地
飛
入
香
房
裏

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

金
星
菩
薩
上
天
門

思
想
弦
児
師
金
保

與
奴
敬
個
報
仇
人

一
口

怒
氣
透
天
門

三
聲
喝
道
將
身
攣

直
奔
衣
裳
架
上
存

裾
叙
坐
在
香
房
内

義
想
親
夫
結
髪
恩

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

太
白
金
星
遙
観
見

化
作
蕉
苗
一
個
轟

裾
子
襖
児
多
咬
陣

珈

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）



　
　
　

中
國
文
學
論
集
　
第
十
五
號

　
　
…
…
…
…
…
…
：
・
掌
起
襖
児
都
咬
埣
　
裾
兜
咬
得
埣
紛
紛

　
　
轟
児
咬
破
衣
和
服
　
想
起
前
情
夫
主
身
　
…
…
…
…
…
…
：
・

　
母
親
の
忠
言
に
背
い
て
燈
籠
見
物
に
出
か
け
た
が
た
め
趙
皇
親
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
夫
師
官
受
や
子
供
金
保
の

こ
と
を
思
っ
て
い
る
と
、
「
太
白
金
星
」
が
轟
と
化
し
て
劉
都
審
の
服
を
咬
み
破
り
、
錦
織
の
職
人
と
し
て
趙
皇
親
に
招
か
れ
た
夫
と

の

再
會
が
適
う
。
し
か
し
こ
の
あ
と
師
官
受
を
は
じ
め
師
家
の
一
旅
郎
蕪
は
皆
殺
し
に
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
命
を
と
り
と
め
た
師
家
の

下
僕
張
某
が
金
保
を
抱
い
て
開
封
府
に
訴
冤
し
、
包
極
が
事
件
を
知
る
。
こ
こ
で
の
「
太
白
金
星
」
に
は
、
劉
都
饗
を
師
官
受
と
再
會

さ
せ
る
と
い
う
役
割
が
與
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
師
家
一
族
は
皆
殺
し
に
さ
れ
る
が
、
同
時
に
包
極
に
事
件
が
露
顯
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
部
分
は
、
『
百
家
公
案
』
第
四
十
八
回
「
東
京
鯛
斬
趙
白
三
親
」
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
縫
承
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
劉
娘
子
難
在
王
府
享
富
貴
、
朝
夕
思
憶
婆
婆
丈
夫
児
子
、
只
悔
當
初
不
聴
婆
婆
言
語
、
惹
出
此
禍
、
恨
氣
燭
天
、
有
太
白
星
要
教

　
　
他
與
前
夫
相
會
二
面
、
攣
倣
個
蕉
苗
小
贔
、
飛
入
劉
娘
子
房
中
、
將
他
穿
那
一
套
織
成
萬
象
依
暇
都
咬
砕
了
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
龍
圖
公
案
』
巻
二
「
黄
藥
葉
」
に
至
る
と
、
老
鼠
が
劉
都
餐
の
服
を
咬
み
破
っ
た
と
さ
れ
、
「
太
白
金
星
」
は
消
滅
し

て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
劉
娘
子
錐
在
王
府
享
富
貴
、
朝
夕
思
憶
婆
婆
丈
夫
児
子
。
忽
有
老
鼠
、
將
劉
娘
子
房
中
穿
那
一
套
織
成
萬
象
衣
服
都
咬
破
了
。

　
こ
の
ほ
か
、
既
侠
の
林
招
得
の
こ
と
を
取
扱
っ
た
物
語
に
も
「
太
白
金
星
」
が
登
場
し
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
話
を
素
材
に
し
た
と

考

え
ら
れ
る
『
百
家
公
案
』
第
七
十
八
回
「
雨
家
願
指
腹
爲
婚
」
に
も
そ
の
ま
ま
縫
承
さ
れ
て
い
る
。

肥



　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
招
得
忽

日
遇
着
太
白
星
攣
作
老
人
、
手
摯
一
隻
白
雀
、
費
與
招
得
。
招
得
籠
養
干
家
、
一
日
自
雀
飛
去
、
直
入
張
員
外
花
園
中
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
「
成
代
説
唱
詞
話
」
に
登
場
す
る
「
太
白
金
星
」
は
、
A
『
包
待
制
出
身
傳
』
で
は
包
極
の
庇
護
者
と
し
て
の
役

割
を
、
ま
た
E
『
断
曹
國
舅
公
案
傳
』
、
H
『
断
趙
皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
』
で
は
被
害
者
の
た
め
に
助
力
し
、
更
に
包
極
の
明
断
に
よ

っ

て

事
件
の

解
決
を
は
か
る
べ
く
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
展
に
韓
機
を
も
た
ら
す
役
割
を
澹
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
太
白
金
星
」
は
、
「
成

化
説
唱
詞

話
」
の
新
し
い
段
階
の
説
話
で
、
仁
宗
皇
帝
を
輔
佐
す
べ
く
天
上
か
ら
派
遣
さ
れ
た
文
曲
星
の
韓
生
と
さ
れ
る
包
極
を
、
更

に
輔
佐
す

る
た
め
の
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
百
家
公
案
』
で
も
こ
の
「
太
白
金
星
」
は
お
お
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ

の

ま
ま
の
形
で
受
け
繊
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
百
家
公
案
』
の
場
合
、
「
包
待
制
出
身
源
流
」
に
「
上
界
文
曲
星
來
東
京

求
官
」
と
記
さ
れ
る
も
の
の
、
素
材
は
雑
多
で
あ
り
、
包
極
の
位
置
づ
け
に
も
統
一
を
歓
く
。
し
た
が
っ
て
「
太
白
金
星
」
の
位
置
づ

け

も
不
明
瞭
で
、
存
在
意
義
は
希
薄
と
な
り
、
そ
の
唐
突
な
登
場
に
は
違
和
感
さ
え
も
受
け
る
。
『
龍
圖
公
案
』
に
至
る
と
、
「
太
白
金

星
」
の
存
在
は
積
極
的
に
編
者
の
意
戚
に
の
ぼ
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
H
『
断
趙
皇
親
孫
文
儀
公
案
傳
』
が
「
黄
蘂
葉
」
に
縫
承
さ
れ
る

に
及
ん

で
、
「
太
白
金
星
」
が
老
鼠
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
が
ご
と
く
、
清
滅
す
る
も
の
さ
え
あ
る
。
こ
れ
は
『
百
家
公
案
』
と
『
龍

圖
公
案
』
の
二
書
が
、
既
成
作
品
の
援
用
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　
さ
て
「
成
化
説
唱
詞
話
」
に
現
わ
れ
る
い
ま
一
つ
の
虚
構
成
分
「
玉
帝
」
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
次
に
掲
げ
る
F
『
張
交
貴
傳
』
で
は
、
張
文
貴
が
趙
太
保
の
娘
青
蓮
公
主
か
ら
譲
り
受
け
た
碧
玉
帯
・
遣
遙
瓶
・
温
涼
蓋
と
い
う
三

つ
の

寳
物
を
楊
都
知
に
奪
わ
れ
た
う
え
殺
さ
れ
、
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
む
張
文
貴
の
飼
馬
の
笑
き
聲
を
「
玉
帝
」
が
聞
き
つ
け
、
紳
兵

達
を

派
遣

し
て
張
文
貴
の
死
屍
を
獲
き
出
す
と
い
う
場
面
が
挿
演
さ
れ
る
。

　
　
　
明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）
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中
國
文
學
論
集

如
常
眼
涙
落
紛
紛

毎

日
園
中
常
下
涙

使
頭
家
内
望
回
呈

日
日
園
中
長
叫
屈

看
見
園
中
屈
死
人

因
此
馬
児
長
長
叫

急
宣
上
界
衆
紳
兵

風
伯
雨
師
蹄
下
界

括
地
翻
砂
吹
倒
人

屋
上
瓦
飛
如
燕
子

東
京
人
戸
鑑
受
驚

洗
見
屈
死
張
文
貴

第
十
五
號

且
唱
龍
駒
馬
有
恩

只
在
園
中
頻
噺
叫

聲
聲
只
実
姓
張
人

東
園
胞
到
西
園
去

　
　
ヘ
　
　
へ

上
方
玉
帝
早
知
聞

乃
是
西
京
張
文
貴

畜
生
也
有
好
心
情

衆
紳
此
時
蒙
宣
召

雷
公
電
母
便
行
呈

太
公
吹
得
揺
揺
動

大
樹
連
梢
要
見
根

落
了
三
日
井
三
夜

雨
過
雲
開
依
奮
晴

自
從
絞
死
張
文
貴

無
人
知
得
事
和
因

像
在
此
間
遭
屈
死

南
園
胞
到
北
園
去

ヘ
　
　
へ

玉
帝
便
差
星
官
看

牛
年
屈
死
喫
難
辛

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

玉
皇
大
帝
傳
宣
敷

下
方
去
救
姓
張
人

興
動
黒
風
井
黒
雨

小
山
吹
得
一
齊
卒

大
風
猛
雨
皆
不
住

園
中
洗
出
姓
張
人

不
唱
天
神
蹄
上
界

m

　
こ
の
あ
と
龍
駒
馬
が
張
文
貴
の
死
屍
を
荷
っ
て
包
極
の
役
所
に
行
き
、
事
件
が
獲
畳
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
「
玉
帝
」

の

登
場
に

よ
っ
て
こ
の
物
語
は
韓
機
を
む
か
え
る
。

　
こ
の
物
語
は
『
百
家
公
案
』
に
は
縫
承
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
『
百
家
公
案
』
に
も
「
玉
帝
」
の
登
場
す
る
話
は
牧
め
ら
れ
て
い
る
。



次
に
掲
げ
る
の
は
第
五
十
八
回
「
決
数
五
鼠
岡
東
京
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
神
通
攣
化
す
る
五
匹
の
鼠
を
退
治
す
る
た
め
に
、
包
極

が
死
後
の
世
界
に
赴
い
て
「
玉
帝
」
に
奏
上
し
、
助
力
を
乞
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
極
取
衣
領
邊
所
塗
孔
雀
血
、
護
囎
幾
口
、
極
便
死
去
、
那
盛
魂
直
到
天
門
、
天
使
引
見
玉
帝
、
奏
其
事
。
玉
帝
聞
奏
、
命
槍
察
司

　
　
曹
査
究
何
聾
爲
鍋
。

　
第
二
十
九
回
「
判
劉
花
園
除
三
怪
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
描
爲
さ
れ
る
。

　
　
：
・
：
・
（
包
公
）
再
喚
張
龍
・
趙
虎
二
人
分
付
日
「
今
有
播
松
所
告
、
劉
評
事
花
園
内
三
妖
爲
禍
、
白
日
迷
人
。
汝
可
去
後
堂
、
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
吾
將
前
張
月
桂
所
付
赴
陰
床
與
那
温
涼
還
魂
枕
牧
拾
得
乾
浄
、
待
我
寝
臥
其
上
、
前
往
陰
司
、
査
考
是
甚
妖
爲
害
、
吾
誓
除
之
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
張
・
趙
依
言
牧
拾
已
了
、
請
包
公
疲
在
牙
床
之
上
。
…
…
移
時
之
間
、
包
公
魂
塊
來
到
地
府
、
先
使
人
通
報
、
閻
王
聞
報
文
曲
星

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
官
到

此
、
途
親
下
殿
接
入
、
分
賓
主
坐
定
間
、
閻
王
間
道
「
今
蒙
星
官
親
臨
冥
境
、
不
知
有
何
見
諭
。
」
包
公
日
「
今
有
新
安
縣

　
　
灌
松
状
告
、
劉
評
事
花
園
内
三
怪
爲
渦
、
…
…
」

　
劉
評
事
の
花
園
に
現
わ
れ
る
妖
怪
に
幻
惑
さ
れ
た
港
松
を
救
う
た
め
に
、
包
極
は
ま
ず
「
赴
陰
床
」
に
臥
し
て
冥
府
に
赴
き
、
閻
王

に
妖
怪
退
治
を
願
う
。
し
か
し
、
こ
の
妖
怪
の
神
通
力
は
廣
大
で
、
「
玉
帝
」
の
力
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
除
害
は
不
可
能
と
の
返
答

を
得
て
、
「
還
魂
枕
」
を
用
い
て
一
旦
現
世
に
戻
り
、
齋
戒
沐
浴
し
て
「
玉
帝
」
に
奏
上
し
、
か
く
て
除
害
が
か
な
う
。
そ
れ
が
、
次

に
引
用
す
る
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
随
帥
齋
戒
沐
浴
、
焚
香
具
表
、
奏
聞
玉
帝
。
玉
帝
聞
奏
、
與
衆
文
武
議
日
「
験
観
交
曲
星
下
界
、
爲
官
清
正
、
鬼
神
欽
仰
。
今
下

　
　
方
有
怪
、
如
此
害
民
、
宜
帥
珍
滅
。
」

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

皿
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こ
の
よ
う
に
、
『
百
家
公
案
』
で
は
、
「
玉
帝
」
と
包
極
と
の
關
係
が
密
切
で
あ
り
、
F
『
張
文
貴
傳
』
で
直
接
の
關
係
を
も
た
ず
、

も
っ
ぱ
ら
間
接
的
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
事
件
解
決
の
た
め
積
極
的
に
關
與
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
『
百
家
公
案
』
第
二
十
九
回
「
判
劉
花
園
除
三
怪
」
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
、
包
極
が
「
赴
陰
床
」
に
臥
し
て
冥
府
に
赴

く
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、
『
龍
圖
公
案
』
に
お
い
て
、
「
付
陰
床
」
に
臥
し
て
幽
冥
界
の
事
を
断
ず
る
と
い
う
、
所
謂
冥
間
断
獄
の
話
と

し
て
頻
見
す
る
。
次
に
掲
げ
る
巻
六
「
玉
猫
」
は
、
前
掲
『
百
家
公
案
』
第
五
十
八
回
「
決
識
五
鼠
闇
東
京
」
を
素
材
に
し
た
も
の

で
、
「
付
陰
床
」
に
臥
す
と
い
う
一
段
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
途
取
領
邊
所
塗
孔
雀

血
、
護
囎
幾
口
、
臥
付
陰
床
上
、
直
到
天
門
。
天
使
領
見
玉
帝
、
奏
知
其
事
、
玉
帝
聞
奏
、
命
検
察
司
曹
査

　
　
究
何
華
爲
渦
。

　
ま
た
巻
九
「
鹿
随
樟
」
で
は
、
大
田
縣
高
村
披
の
枯
蹄
嶺
で
客
商
を
殺
し
た
犯
人
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
付
陰
床
」
に
臥
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
包
公
道
「
我
日
断
陽
間
、
夜
断
陰
間
。
這
件
事
陽
間
不
得
明
白
、
我
要
向
陰
間
討
個
眞
實
消
息
。
」
便
登
了
付
陰
床
、
叫
陰
司
手

　
　
下
人
、
分
付
道
、
…
…

　
こ
の
話
の
素
材
で
あ
る
『
詳
刑
公
案
』
槍
籾
類
「
臭
推
府
断
僻
山
」
、
『
律
條
公
案
』
強
盗
類
、
同
上
に
は
「
付
陰
床
」
に
臥
す
場
面

は
な
い
。

　
巻
十
「
玉
福
経
」
に
は
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
玉
帝
）
分
付
道
「
那
包
捲
錐
爲
陽
官
、
實
兼
爲
陰
職
、
可
擾
其
精
蟹
。
」
天
兵
乗
馬
持
鎗
、
雷
神
揮
火
持
斧
、
同
往
託
夢
包
公
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
令
登
付
陰
床
僧
行
。

慨



と
冒
っ
て
、
「
玉
帝
」
に
命
じ
ら
れ
た
天
兵
・
雷
紳
が
包
抵
を
「
付
陰
床
」
に
臥
さ
し
め
て
妖
蛇
の
棲
む
古
廟
に
行
く
、
と
い
う
場
面

が
現
わ
れ

る
が
、
素
材
の
『
詳
刑
公
案
』
除
精
類
「
鄭
知
府
告
神
除
蛇
精
」
、
『
律
條
公
案
』
同
上
に
は
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
『
龍
圓
公
案
』
編
者
の
手
に
成
る
と
考
え
ら
れ
る
十
二
則
の
冥
間
断
獄
の
話
の
う
ち
、
巻
三
「
忠
節
隙
匿
」
、
同
「
巧
拙

顛
倒
」
、
雀
八
「
侵
冒
大
功
」
、
巻
十
「
屍
撒
橡
」
に
も
包
極
が
「
付
陰
床
」
に
臥
す
場
面
が
描
か
れ
る
。

　
ち

な

み
に
清
初
の

朱
佐
朝
等
に
よ
る
傳
奇
『
四
奇
槻
』
（
侠
？
『
曲
海
維
目
提
要
』
巻
二
＋
五
に
著
録
）
に
も
、
包
極
が
「
伏
陰
枕
」
「
温

涼
帽
」
「
赴
陰
床
」
「
照
妖
鏡
」
と
い
っ
た
費
物
を
用
い
て
、
幽
冥
界
の
こ
と
を
能
く
断
ず
る
と
い
う
内
容
が
挿
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
以

上
の

ご
と
く
、
「
成
化
読
唱
詞
話
」
に
現
わ
れ
た
「
玉
帝
」
の
、
『
百
家
公
案
』
や
『
龍
圖
公
案
』
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
濃
辱
で
、

「
成
化
説
唱
詞

話
」
で
は
「
玉
帝
」
は
天
上
の
、
包
極
は
現
世
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
時
間
の
経
過
に
し
た
が
っ
て

包
極
に
は
現
世
と
幽
冥
界
を
、
つ
ま
り
下
界
と
天
上
と
を
往
き
來
す
る
能
力
が
附
與
さ
れ
て
く
る
。
思
う
に
こ
れ
は
、
F
『
張
文
貴
傳

』

に
お
け
る
「
玉
帝
」
の
登
場
と
、
元
の
包
公
戯
以
來
包
抵
の
特
異
な
才
能
を
形
容
す
る
「
日
判
陽
間
夜
判
陰
」
と
い
う
こ
と
ぽ
と
が

相
倹
っ
て
、
『
百
家
公
案
』
や
『
龍
圖
公
案
』
に
獲
展
的
に
綴
承
さ
れ
、
包
極
の
超
人
的
能
力
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

五

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
成
化
読
唱
詞
話
」
に
牧
め
ら
れ
る
包
公
読
話
は
、
τ
成
立
の
新
奮
を
も
っ
て
大
ま
か
に
二
分
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
古
い
段
階
の
説
話
で
あ
る
D
『
断
歪
烏
盆
傳
』
が
元
の
包
公
戯
『
珂
釘
瑠
瑠
盆
児
鬼
』

　
　
　

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

鵬



　
　
　
　
中
國
文
學
論
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五
號

響
同
趣
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
・
元
の
包
公
戯
を
承
け
・
あ
る
い
籍
互
鐘
關
し
な
が
ら
生
成
し
た
と
思
し
く
・
そ
の
成
立
は
製

元
末
明
初
ま
で
湖
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
新
し
い
段
階
の
説
話
は
、
そ
れ
以
降
、
成
化
年
間
に
至
る
間
の
成
立
と
推
定
で
き
よ
う
。

　
ま
た
古
い
段
階
の
説
話
で
は
、
包
握
は
仁
宗
皇
帝
輔
弼
の
有
徳
の
臣
下
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
新
し
い
段
階
の
そ

れ
で

は
、
仁
宗
皇
帝
を
輔
佐
す
る
た
め
に
天
上
か
ら
派
遣
さ
れ
た
文
曲
星
の
轄
生
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
前
提
に
基
づ
い
て
物
語

の

中
に
「
太
白
金
星
」
や
「
玉
帝
」
と
い
っ
た
虚
構
の
存
在
が
登
場
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
を
容
易
な
さ
し
む
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ

て

い

る
。
ち
な
み
に
こ
う
し
た
虚
構
成
分
は
『
水
濡
傳
』
に
も
出
現
し
て
お
り
、
當
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
水
濡
傳
』
で
は
、
張
天
師
は
天
子
の
顧
問
、
羅
眞
人
は
公
孫
勝
の
師
匠
、
九
天
玄
女
は
天
魁
星
の
韓
生
で
あ
る
宋

江
の

庇
護
者

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
昆
沙
門
紳
の
化
身
で
あ
る
托
塔
天
王
晃
蓋
を
も
っ
て
天
口
正
星
三
十
六
員
と
地
熟
星
七
十

二
座
、
つ
ま
り
梁
山
泊
の
豪
傑
全
員
の
庇
護
者
に
あ
て
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
彼
ら
が
北
宋
の
徽
宗
朝
に
一
大
波
齪
を
巻
き
起
こ
す
物

語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
風
潮
に
倣
っ
た
「
成
化
説
唱
詞
話
」
を
承
け
た
『
百
家
公
案
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
虚
構
成
分
を
獲
展
的
に
縫
承
し
て
新
た

な
展
開
を
呈
し
、
更
に
『
龍
圖
公
案
』
に
至
っ
て
、
明
代
に
お
け
る
包
公
読
話
の
創
作
は
一
鷹
の
終
息
を
む
か
え
る
。
そ
の
後
清
代
に

至

り
、
評
書
と
し
て
再
び
息
を
吹
き
返
す
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
と
い
う
覗
黙
よ
り
す
れ
ぽ
、
「
成

化
説
唱
詞

話
」
に
お
け
る
虚
構
成
分
の
出
現
を
契
機
に
し
て
、
後
獲
の
『
百
家
公
案
』
や
『
龍
圓
公
案
』
の
受
け
た
影
響
は
深
刻
な
も

の

が

あ
り
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
所
牧
の
包
公
説
話
の
、
包
公
読
話
生
成
史
上
に
お
け
る
意
義
は
、
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
と
し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。



　
　
　
　

註

（
1
）
大
塚
秀
高
氏
「
包
公
詫
詰
と
周
新
説
話
ー
公
案
小
説
生
成
史
の

　
　
　
一
側
面
ー
」
（
『
東
方
學
』
第
六
十
六
輯
、
一
九
八
三
）
。

，
（
2
）
　
「
談
明
成
化
刊
本
“
説
唱
詞
話
”
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
十

　
　
　
一
期
、
一
九
七
二
）
。

（
3
）
尾
上
繋
英
氏
「
『
成
化
説
唱
詞
話
』
試
論
（
一
）
ー
『
花
關
索

　
　

傳
』
を
め
ぐ
っ
て
l
」
（
『
東
洋
文
化
』
第
五
十
八
號
、
一
九
七

　
　

八
）
に
も
「
『
新
編
』
と
『
新
刊
』
は
匠
別
が
あ
っ
た
と
い
う
感

　
　

じ
を
與
え
る
。
」
と
言
わ
れ
る
。

（
4
）
　
『
花
關
索
傳
』
は
四
集
と
も
封
面
を
峡
く
。
ま
た
『
石
郎
肘
馬
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
（
新
編
説
唱
全
相
石
郎
鮒
馬
傳
）
』
の
封
面
は
、
「
新
刊
全
相
」
石

　
　

郎
鮒
馬
」
と
隻
行
に
題
し
、
左
右
に
「
善
悪
到
頭
終
有
報
」
只
孚

　
　

來
早
與
來
遅
」
、
中
心
に
「
説
唱
詞
話
傳
」
と
刻
す
。
巻
末
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
「
成
化
七
年
（
一
四
七
一
）
仲
夏
永
順
書
堂
新
列
」
と
い
う
刊
記

　
　
が
あ
る
。

（
5
）
澤
田
瑞
穗
博
士
「
『
四
帝
仁
宗
有
道
君
』
i
明
代
説
唱
詞
話
の

　
　

開
場
慣
用
句
に
つ
い
て
ー
」
（
『
中
國
文
學
研
究
』
第
四
期
、
一

　
　

九
七

八
）
に
は
、
「
包
公
案
關
係
の
説
唱
詞
話
に
は
、
ま
る
で
約

　
　

束
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
四
帝
仁
宗
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
の
有
道

　
　

と
天
下
太
至
と
が
稻
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
四
帝
仁
宗
有
道

　
　

君
』
の
決
り
文
句
の
ほ
か
、
補
佐
の
名
臣
と
し
て
『
文
官
只
説
包

　
　

丞
相
、
武
官
只
説
秋
將
軍
』
と
包
極
と
秋
青
が
畢
げ
ら
れ
、
（
中

明
代
に
お
け
る
包
公
説
話
の
展
開
（
根
ヶ
山
）

　
　

略
）
つ
ま
り
包
公
案
を
語
る
た
め
に
は
、
そ
の
時
代
背
景
と
し
て

　
　

仁
宗
皇
帝

と
そ
の
治
世
の
太
李
と
を
説
く
こ
と
が
必
須
の
前
提
と

　
　

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

（
6
）
岩
城
秀
夫
博
士
「
元
の
裁
剣
劇
に
お
け
る
包
極
の
特
異
性
」
（
『
中

　
　

國
戯
曲
演
劇
研
究
』
、
創
文
就
、
一
九
七
三
、
所
牧
）
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

『
警

世
通
言
』
巻
十
三
コ
ニ
現
身
包
龍
醗
断
冤
」
に
も
「
包
爺
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

任
、
因
．
断
了
這
件
公
事
、
名
聞
天
下
、
至
今
人
説
包
龍
圖
、
日
間

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

断
人
、
夜
間
断
鬼
。
」
と
い
う
こ
と
ぽ
が
見
え
、
宋
元
時
代
の
作

と
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
夢
龍
に
よ
っ
て
堰
改
が
加
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
預
測
さ
れ
る
の
で
こ
こ
に
は
加
え
な
か
っ
た
。

「
四

帯
仁
宗
出
生
故
事
考
ー
赤
脚
大
仙
轄
生
の
話
1
」
（
『
中

國
詩
文
論
叢
』
第
一
集
、
一
九
八
二
）
。

こ
の
劇
の
第
四
折
に
、
「
像
白
日
断
陽
間
、
到
得
晩
時
、
又
把
陰

司
理
、
也
曾
三
勘
王
家
醐
蝶
夢
、
也
曾
猫
羅
陳
州
老
倉
米
、
也
曾

智
賑
灰
閾
年
少
見
、
也
曾
詐
斬
齋
郎
衙
内
職
、
也
曾
断
開
讐
賦
後

庭
花
、
也
曾
追
還
納
紙
合
同
筆
」
と
あ
り
、
こ
の
劇
の
成
立
は
如

上

の
，
、
酬
劇
に
お
く
れ
、
時
代
も
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔附
記
〕

本
稿
は
、
一
九
八
六
年
五
月
二
十
四
日
、
山
口
大
學
で
開
催
さ

れ
た
中
國
四
國
地
匿
中
國
學
會
で
の
研
究
議
表
に
基
づ
い
て
ま

と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
附
表
）

中
國
文
墨
論
集
　
第
十
五
號

　
〈
元
雑
劇
〉

耳
珂
瑠
瑠
盆
児
鬼

〈

成
化
説
唱
詞
話
＞

D
断
歪
烏
盆
傳

G
断
白
虎
精
傳

A
包
待
制
出
身
傳

包
待
制

陳
州
羅
米
　
B
陳
州
羅
米
記

金
水
橋
陳
琳
抱
粧

盒包
待
制
智
嫌

寳
（
侠
）

C
仁
宗
認
母
傳

　
　
　
E
断
曹
國
舅
公
案

　
　
　
　
傳

三
件

F
張
文
貴
傳

　
　
　
H
断
趙
皇
親
孫
文

　
　
　

儀
公
案
傳

〈

百
家
公
案
＞

87
瓦
盆
子
叫
屈
之
異

　

包
待
制
出
身
源
流

79
勘
剣
李
吉
之
死
罪

80
噺
濠
州
急
脚
王
翼

／

81
漸
劾
張
輔
運
之
罪

「82
劾
児
子
爲
官
之
虐

彌
磁
鴛
韻
儀

〔藁皇
帝
簿

49
當
場
到
放
曹
國
舅

一85
決
秦
衙
内
之
斬
罪

「

72
除
黄

二
郎
兄
弟
ヨ
悪

ガ
包
姦
断
塾
皇
親

74
断
斬
王
御
史
之
貯

〈

龍
國

公
案
〉

鳥
盆
子

桑
林
鎭

獅
見
巷

48

東
京
勃
斬
趙
皇
親
　
黄
菓
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
昭
得
）
　
　
　
7
8
爾
家
願
指
腹
爲
婚
　
　
　
　
　
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

包
待
制
斬
魯
齋
郎
　
　
（
斬
魯
皇
親
・
断
　
9
2
断
魯
千
郎
勢
婚
之
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
官
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
断
陳
通
剣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
老
鴉
下
状
）
　
　
5
9
東
京
決
到
劉
鮒
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
（
断
孫
廟
鬼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
断
狂
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
員
心
郎
七
姐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
贅
精
）

包
待
制
智
勘
後
庭
　
　
（
断
、
爾
家
人
）

花　
　
　
　
　
　
　
　
（
断
崔
護
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
断
孫
焦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
噺
陶
國
丈
）

鞭
制
隻
勘
釘
（
（
讐
勘
釘
）
鞭
欝
鶏
暴
巷

　
註
一
、
こ
の
表
は
、
「
成
化
説
唱
詞
話
」
所
牧
の
包
公
説
話
の
授
受
關

　
　
　
　
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
二
、
　
「
成
化
説
唱
詞
話
」
欄
の
括
弧
内
は
、
既
侠
で
は
あ
る
け
れ
ど

　
　
　
　
も
B
、
C
、
E
に
そ
の
存
在
を
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
三
、
　
『
百
家
公
案
』
欄
の
各
篇
目
の
上
に
付
し
た
数
字
は
、
そ
の
作

　
　
　

品
の
牧
め
ら
れ
る
「
回
」
数
を
示
す
。




